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第一章 田中 古代子／井上嘉明 著 

 

第二章 岡田 美子 ／新 光江 著 

 

第三章 生田 花世 ／菊地利奈 著 

   
三人の文学者には、当時の「新しい女」 
という時代的女性像が共通しており、執 
筆者それぞれに、特徴ある筆致と文体 
により三人の女性文学者の生涯や作品 
を分かりやすく紹介します。各章には略 
年譜と図書・資料所蔵施設の紹介がつい 
ています。 

 

田中古代子（たなかこよこ 1897～1935年）は現鳥取市気高町に生ま

れ、山陰初の女性記者となり、作家として関東に進出しました。小

説や短歌を郷土文芸誌『我等』『水脈』などに寄稿しました。 

岡田美子（おかだよしこ 1902～1967 年）は現大山町御来屋に生ま

れ、旧国府町で活躍します。小説家・劇作家として活躍し、女性だ

けの郷土文芸誌『女人文芸』を創刊しました。 

生田花世（いくたはなよ 1888～1970 年）は現徳島県上板町に生ま

れ、『青鞜』『女人芸術』など当時女性が活躍した文芸誌を中心に幅

広い文筆業を展開し、後年「源氏物語」の講義でも知られています。 

販売場所 

鳥取県立図書館 ２階 郷土資料カウンター 

鳥取県庁 本庁舎１階 県民室 

八頭県土整備事務所建設総務課 

中部総合事務所地域振興局 

西部総合事務所地域振興局 

日野振興センター日野振興局 

○仮  

鳥取ゆかりの女性文学者 

内容 


